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書類の名称  工事打合簿（監督員発）  

作成者 発注者（監督員）

監督員
発議

監督員

↓

工事監督支援業務等

↓

主任監督員

↓

総括監督員

↓

主任（監理）技術者

↓

現場代理人 印影が表示される職位

1

書類のワークフロー（決裁ルート）



書類の名称  工事打合簿（現場代理人発）　　工事打合簿（監理技術者発）

作成者 受注者（現場代理人、主任(監理)技術者）

現場代理人
発議

主任（監理）技術者
発議

現場代理人 主任（監理）技術者

↓ ↓

主任（監理）技術者 現場代理人

↓ ↓

工事監督支援業務等 工事監督支援業務等

↓ ↓

監督員 監督員

↓ ↓

主任監督員 主任監督員

↓ ↓

総括監督員 総括監督員 印影が表示される職位

2

書類のワークフロー（決裁ルート）



書類の名称 工事履行報告書(現場代理人発)　　工事履行報告書(監理技術者発)

作成者 受注者（現場代理人、主任(監理)技術者）

現場代理人
発議

主任（監理）技術者
発議

現場代理人 主任（監理）技術者

↓ ↓

主任（監理）技術者 現場代理人

↓ ↓

工事監督支援業務等 工事監督支援業務等

↓ ↓

監督員 監督員

↓ ↓

主任監督員 主任監督員

↓ ↓

総括監督員 総括監督員 印影が表示される職位

工事履行報告書は入力欄が24か月分
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書類のワークフロー（決裁ルート）



書類の名称 段階確認書（現場代理人発）　　 段階確認書（監理技術者発）

作成者 受注者（現場代理人、主任(監理)技術者）

現場代理人
発議

主任（監理）技術者
発議

現場代理人 主任（監理）技術者

↓ ↓

主任（監理）技術者 現場代理人

↓ ↓

工事監督支援業務等 工事監督支援業務等

↓ ↓

監督員 監督員

↓ ↓

主任監督員 主任監督員

↓ ↓

総括監督員 総括監督員 印影が表示される職位

段階確認書は、確認書の提出時に施工予定表・通知書をまとめて記入するタイプ
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書類のワークフロー（決裁ルート）



書類の名称  材料確認願（現場代理人発）　　 材料確認願（監理技術者発）

作成者 受注者（現場代理人、主任(監理)技術者）

現場代理人
発議

主任（監理）技術者
発議

現場代理人 主任（監理）技術者

↓ ↓

主任（監理）技術者 現場代理人

↓ ↓

工事監督支援業務等 工事監督支援業務等

↓ ↓

監督員 監督員

↓ ↓

主任監督員 主任監督員

↓ ↓

総括監督員 総括監督員 印影が表示される職位

材料確認願は入力欄が４０行
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書類のワークフロー（決裁ルート）

（省略）



書類の名称 確認立会願（現場代理人発）　　確認立会願（監理技術者発）

作成者 受注者（現場代理人、主任(監理)技術者）

現場代理人
発議

主任（監理）技術者
発議

現場代理人 主任（監理）技術者

↓ ↓

主任（監理）技術者 現場代理人

↓ ↓

工事監督支援業務等 工事監督支援業務等

↓ ↓

監督員 監督員

↓ ↓

主任監督員 主任監督員

↓ ↓

総括監督員 総括監督員 印影が表示される職位
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書類のワークフロー（決裁ルート）



１．担当する人がいない職位の扱い

２．ひとつの職位を複数の人が担当する場合

３．ワークフローに参加しないユーザー

7

　  ひとつの職位を複数の人が担当する場合（例．監督員が２名いる工事）、その職位に決裁が

　  進むと担当している方（複数名）に同時に決裁依頼メールが届き、同時に決済可能になります。

　  その職位を担当している方全員が決裁を終えると、次の職位の方に決裁が回ります。

　  担当する人がいない職位がある場合、その職位は自動でスキップして決裁が回ります。

　  職位を持たずに書類の閲覧だけおこなう人は「閲覧者」としてその工事に登録されます。

ワークフロー（決裁ルート）の補足説明


